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 In order to discuss the indispensable amino acid requrements of fish, the production of 
 14CO2 from  L-[U-14C]Leu,  L-[U-14C]Ile, and  L-[U-14C]Val and the incorporation of the 
 14C-amino acids into protein and lipids in dorsal and ventral muscles of yellowtail,  Seriola 
 quiuqueradiata were studied by using tissue culture method. The production of  14CO2 and 
the incorporation into lipids decreased in the order of  [14C]Leu  , [14C]Leu  , and  [14C]Val 
and the incorporation into protein in the order of  [14C]Leu  ,  [14C]Ile, and  [14C]Val in 
both tissues. The production of  14CO2 and the incorporation into protein were larger in 
ventral muscle than in dorsal muscle being contrary in the incoporation into lipids. In all 
experiments, the incorporation into protein was extremely larger than that into lipids, and 
this trend was especially remarkable in ventral muscle. In comparison between the incorpo-
rations into protein and lipids and the production of  14CO2, the incorporations were larger 
than the production of  14CO2 even that into lipids. All  14C-amino acids were incorporated 
into both fatty acids and unsaponifiable matter in both tissues. The incorporated amounts 
in both tissues were more in fatty acids than in saponifiable matter. The majority of the 
 14C-amino acids incorporated into lipids are some other substances than the fatty acids and 
 unsaponifiable matter.
魚類(例 えば ニジマス)の 栄養 に必要な必須 ア ミ
ノ酸量は陸上動物(例 えばマ ウス)に 比べ大 きいが
(1),こ の うちで も ロイ シン(Leu),イ ソロイシ
ン(Ile)お よびバ リソ(Val)な どの要求量は特に高
い(1,2).ま た,LeuとIleの 間 には適当な均
衡が 必要で あることが マス ノスケ で明 らかに された
(3).こ のよ うに,魚 類 の必須ア ミノ酸要求量を高
めてい る原因の1つ として,魚 類栄養 の必須 ア ミノ酸
パターンの著 しい特徴が考え られる.一 方,能 勢(4)
が指摘 した ように,こ れ ら要求量が高い必須 ア ミノ酸
が,エ ネルギー源に使用されてい る部分 であることも
考 え られ る.そ こで著者は,L-〔U-14C〕Leu,L-〔U‐
14C〕Ileお よびL -〔U-14C〕Valの 各放射性 ア ミノ酸か
らの14CO2の 生成量 と蛋 白質お よび脂質へ のこれ ら
14C-ア ミノ酸の取 り込み量を調べ,魚 類におけ る必須
ア ミノ酸要求量が高い理 由を知 ろ うとした.
材料および方法
供試魚12月 中旬に,長 崎県脇岬 で 得た 体長約60
cm,体 重約3.5kgの 養殖 ブ リSeriola quinqueradiata
を,生 きた状態で研究室に持 ち帰 り,実 験 に供 した.














































































































































































































































































































魚 類 にお け る必 須 ア ミノ酸 の栄 養 要 求 性 を検 討 す る
た め,ブ リの背 肉お よび腹 肉 に おけ るL-〔U-14C〕Leu,
L-〔U-14C〕Ile,L-〔U-14C〕Valか らの14CO2の 生 成
量,蛋 白質 お よび 脂 質 へ の これ ら各14C--分 枝 鎖 ア ミ
ノ酸 の取 り込 み量 を調 べ,次 の結 果 を得 た.
1)14CO2の 生 成 量 お よび脂 質 へ の14Cの 取 り込 み
量 は,背 肉 お よ び腹 肉 と もIle,Leu,Valの 順 に減
少 した.14CO2の 生 成 量 は,い ず れ の ア ミノ酸 とも腹
肉が 背 肉 よ り大 きか った が,脂 質 へ の14Cの 取 り込 み
量 は これ とは逆 の 傾 向 を示 した.
2)蛋 白質 へ の14Cの 取 り込 み 量 は,背 肉 お よび 腹
肉 と もLeu,Ile,Valの 順 に減 少 した.ま た,い ず
れ の ア ミノ酸 と も,腹 肉 は背 肉 よ りそ の取 り込 み 量 が
大 きか った.
3)い ず れ の 場 合 とも,蛋 白質 へ の14Cの 取 り込 み
量 は 脂 質 へ の14Cの 取 り込 み 量 よ り極 め て大 き く,ま
た この傾 向は 腹 肉 で と くに顕 著 で あ った.ま た,蛋 白
質 お よび脂 質 へ の14Cの 取 り込 み量 と14CO2の 生 成量
を 比 較 す る と,脂 質 へ の14Cの 取 り込 み 量 で さえ,通
常14CO2の 生成量 よ り大 きかった.
4)背 肉お よび腹肉 とも,脂 肪酸 と不 けん化物へ の
14Cの 取 り込み量はLeu
,Ile,Valの 順に減少 した.
しか しなが ら,い ずれ の場合 とも,脂 肪 酸へ の14Cの
取 り込み量は不けん化物へ の14Cの 取 り込み量 よ り大
きかった.ま た,い ず れの ア ミノ酸 とも,腹 肉よ り背
肉の方 がその取 り込み量が大 き く,不 けん化物では こ
れ とは逆 の傾向を示 した.
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